






「幼若乳児に見られるビタミン K欠乏性出血症に関する研究班」では,昨年度は共同研究と

して,本邦におけるビタミン K欠乏性出血症の発現頻度,臨床病態につき調査研究を行なっ

た。今年度は,出血症状のない幼若乳児の潜在性ビタミン K欠乏症の頻度を明らかにするた

めに,ヘパプラスチンによるスクリーニングの共同研究を行なった。 

各個研究としては,未熟児施設における本症の発現状況,病因解析のための母乳中ビタミン

K含量,腸内細菌叢の変動,凝固能などにつき研究を行なった。 


